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事前説明会資料



1. コンタクトセンター・アワード センター表彰制度とは

参加するコンタクトセンター・マネジメント同⼠の相互研鑽

社内外におけるコンタクトセンターの地位向上

センター
表彰部⾨

個⼈表彰部⾨

勉強会・交流
会他

オフィス環境
表彰部⾨
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コンタクトセンター業界最⼤の専⾨誌「コールセン
タージャパン」を発刊するリックテレコムが主催す
る⽇本国内最⼤規模を誇る表彰制度です。2003年
に創⽴され2025年は22年⽬となります。

l チームあるいはセンターの組織としての取り
組み/施策と成果を4部⾨で審査

l オペレーション部⾨
l ピープル部⾨
l ストラテジー部⾨
l テクノロジー部⾨

l 参加者の相互投票による審査
l 過去466社559申請の英知の蓄積

l センターの環境・設備・オフィスコンセプトを審
査します。

l 2013年に創設され、3年に1度の開催サイクルで
開催されています。

l 過去34作品が表彰されています。

l センターで働く“⼈”の取り組み姿勢・施
策・実績・成果を審査します。

l 上位マネジメント、中核マネジメント
の2部⾨それぞれに審査します。

l 2014年に創設され、過去98名のリー
ダーが受賞しました

l マネジメントのための学習機会
を提供します。
l センター視察
l 勉強会
l 交流会



2. センター表彰部⾨過去3年の参加企業と協賛企業 敬称略、順不同
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富⼠ゼロックスサービスクリエイティブ
NTTマーケティングアクトProCX
スカパー・カスタマーリレーションズ
エヌ・ティ・ティレゾナント
セゾン情報システムズ
トヨタファイナンス
NTT東⽇本サービス
NTT東⽇本－南関東
アフラック⽣命保険
アイペット損害保険
明治安⽥⽣命保険
EPファーマライン
ベルシステム24
アドレスサービス
キューアンドエー
バッファロー
SBI⽣命保険
みずほ証券
NTT東⽇本
DHLジャパン
NTTドコモ
SBI証券
弥⽣
オズビジョン

2022
２4社/２5申請

ベネッセコーポレーション/TMJ/HmComm
スカパー・カスタマーリレーションズ
東⽇本電信電話/キューアンドエー
NTTマーケティングアクトProCX
ARアドバンストテクノロジ
エヌ・ティ・ティレゾナント
SOMPOひまわり⽣命保険
NTT東⽇本サービス
NTT東⽇本－南関東
アフラック⽣命保険
アイペット損害保険
明治安⽥⽣命保険
サイバーエージェント
EPファーマライン
リコージャパン
ワイズヒューマン
みずほ証券
DHLジャパン
SBI証券
弥⽣
Kirala
アソビュー
イマクリエ
ネスレ⽇本
エムオーテックス
Works Human Intelligence
ジャパネットコミュニケーションズ
ソニーネットワークコミュニケーションズ

20周年

2023
31社/37申請

ソニーネットワークコミュニケーションズ
スカパー・カスタマーリレーションズ
GMOペイメントゲートウェイ
東⽇本電信電話/キューアンドエー
NTTマーケティングアクトProCX
富⼠フイルムサービスクリエイティブ
アルティウスリンク株式会社
ARアドバンストテクノロジ
エヌ・ティ・ティ エムイー
NTT東⽇本サービス
NTT東⽇本－南関東
ＮＴＴフィールドテクノ
アフラック⽣命保険
明治安⽥⽣命保険
EPファーマライン
エムオーテックス
リコージャパン
LINEヤフー
NSグループ
ネスレ⽇本
みずほ証券
NTTドコモ
DHLジャパン
SBI証券
KDDI
LIXIL
カインズ
カウシェ
NSグループ
イーデザイン損害保険
東京ガスカスタマーサポート

2024
27社/31申請

のべ
466社
559申請

あらゆる業種
様々な規模
多彩な施策
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3. センター表彰部⾨参加に際しての留意事項

まずは
l 申し込み責任者選任
※ 請求/振込
※ 事務局との連絡窓⼝
※ 申請内容すべての責任

l 申込
l 関連メンバーのグループ登録

申請資料の検討
l 審査部⾨(4部⾨）の選定

Ø ピープル
Ø オペレーション
Ø テクノロジー
Ø ストラテジー

l 申請資料はアーカイブ対象



4. 申込以降の⼿続き
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l請求書
l領収書



5.-1. ⽇程
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l期⽇・時間厳守



5.-2. 2025年センター表彰部⾨の年間スケジュール

7※ ⽇程は諸般の都合により変更となる可能性があります。ご了承下さい。

閲覧期限︓
〜10/31

投票期間︓
〜7/31

本選

l 応募検討
l 申請内容検討
l エントリー
シート記⼊

資料作成 （ppt10枚、pdf） 応募

エントリー
相談会

（オンライン）

リハー
サル

1次審査会
(会場発表）

最終審査会
（会場発表）
表彰式

過去資料の閲覧

相互研鑽
・投票

資料再
作成

応募期間︓2/3~5/9

資料提出︓
5/9~6/11

エントリー相談会
受付期間︓2/3~3/7: 5枠先着順

4/16(⽔)

7/ 18(⾦） 9/17(⽔)

部⾨賞(ファイ
ナリスト)決定

エントリー 予選

発
表

発
表

最優秀部⾨賞決定

応募受付
開始

当年度参加申請の閲覧

概要説明
会

1/28(⽕) 2/3(⽉)

受賞記念
講演会

12/XX(TBD)第1次選考
通知

8/1(⾦)

応募締切

5/9(⾦)
資料提出
締切

6/11(⽔)



6. 過去申請資料から学ぶ
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l 過去22年間500超の
申請資料のアーカイブ

l ⾒たい申請を検索可能
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7.-1. 申請資料作成に際しての注意点

l HP「申請資料作成ガイドライン」の参照

l 他社の参加者が⾒る/評価することを意識する
⾔葉の使い⽅
分かりやすさ
アニメーション

l 締切以降の不備修正/差し替え不可

l 提出資料はそのまま1次審査会での発表⽤資料に
使⽤

l アーカイブとして保存（閲覧対象）



7.-2. 申請資料の作り⽅
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起 結転承
l どんなビジネス︖
l どんなセンター︖
l どんなお客様︖
l どんなスタッフ︖
l どんな課題︖

l どんな課題解決策︖
l どんな仮説︖
l どう模索︖

l どんなハードル︖
l どんな苦労︖
l どんな知⾒︖

l どんな成果︖
l 何が収穫︖
l 何が学び︖
l これから何を︖

l ppt10枚(表紙込み11枚）＋ pdf ＋ 補完動画（任意）



7.-3. 審査基準︓申請内容・シナリオに盛り込むべきポイント
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l 「審査基準」は熟読
して下さい。

l 審査員は各項⽬10点
満点合計60点でスコ
アリングします。

l 審査員のスコアリン
グ結果は公表しませ
ん。



8. エントリー相談会
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l 不安/相談/アドバイスをご希望の⽅向け「相談
会」をオンラインで開催します。
（参加︓任意）

l 審査員数名で1時間対応
l 有料︓55,000円(税込)
l 限定5枠 2⽉3⽇申込受付開始・先着順
l 申込シート(全8問)への記⼊あるいは申請ppt資料

(暫定版)
l 参加⼈数制限なし



9．審査会での発表時間
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• 1次審査会︓ リアルプレゼン
※ 15分発表＋5分質疑応答

• 最終審査会︓ リアルプレゼン
※ 20分発表＋5分質疑応答



10. 参加料⾦
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• 早割（3/31(⽉）申込期限)
※ 複数申請希望の場合は必要

数申込可能

l 会場審査会の参加枠
Ø 1次審査会︓5名
Ø 最終審査会︓5名
※ 追加参加可能（別料⾦）

• 過去参加企業かどうか
→ 過去参加企業リスト参照の上

ご確認下さい。



11. 参考資料
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• 提出資料に不備はないか︖
• 過去に同様の取り組みがないか︖
• どのような傾向か︖
• 何が共感されるか︖



12. 質疑応答
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Q&A
お問い合わせはサイトのお問い合わせフォームから あるいは

award.info@cc-award.com まで

mailto:award.info@cc-award.com

